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令和 8 年度 単位互換特別聴講生 出願および科目履修届 

 

下記のとおり､獨協医科大学の授業科目を履修したいので出願します。 

フリガナ  

男・女  
写真貼付欄 

3 カ月以内に 

撮影のもの 

4 ㎝×3 ㎝ 

氏 名 
 

 

ローマ字表記  

生年月日       年   月   日  
 

所属大学 獨協大学      学部 

学年 学籍番号 

 

 

 

 

連絡先住所 

〒    －       TEL     －    － 

携帯      －    － 

             e-mail 

 

 

 

 

受け入れ大学 獨 協 医 科 大 学 

No. 履修科目名 科目責任者名 希望理由 

  1    

  2    

  3    

単位互換 

特別聴講生番号 

＊ここには記入しないでください。 

 

獨協医科大学  受付印 

 

＊この用紙は獨協大学で受付し、コピーを取り、獨協医科大学にオリジナルを一括送付する。 
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獨 協 医 科 大 学 

〒321-0293  

栃木県下都賀郡壬生町北小林 880番地 

看護学部事務室 看護教務課 

電 話：0282-87-2489 

F A X：0282-86-1846 

報告事項 3）-⑥ 

令和 8 年 2 月 18 日 看護学部教授会 

令和 8 年 2 月 10 日 教務委員会 
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１．単位互換制度の目的とねらい 

この制度は、獨協医科大学と獨協大学相互の交流と教育の充実を目的として、獨協医科大学看護学部の

学生と獨協大学の各学部の学生がそれぞれ相手方の大学が指定する授業科目を履修し、単位を修得するこ

とを認めるものです。獨協大学の学生の皆さんは、この制度を活用し自分の大学では学べない研究分野や

科目を学び、獨協医科大学で授業を受けることによって今まで以上に広い考え方やものの見方を身につけ

てください。 

 

２．授業料等について 

授業料、検定料、登録料等は徴収しません。 

なお、実験・実習・実技等でかかる教材費等については実費を徴収する場合があります。 

 

３．出願手続等について 

１． 科目履修の出願および科目履修の届出 

科目履修を希望する学生は、次の時期までに「出願および科目履修届」、「獨協医大オンラインアカウン

ト（DMUID）利用申請書」と健康診断証明書１部および写真(４cm×３cm)２枚を獨協大学に提出してくだ

さい。写真１枚は、「出願および科目履修届」に貼付してください。 

前期開設科目    ４月１０日（金） 

後期開設科目    ９月１５日（火） 

 

２．科目履修の許可 

科目履修の許可は、次の時期までに獨協大学から出願者に通知されます。 

  前期開設科目   ４月１７日（金） 

後期開設科目   ９月３０日（水） 

 

３．履修ガイダンスの実施について 

獨協医科大学において科目履修を希望する学生向けに、随時、履修ガイダンスを実施します。 

日時：随時  場所：獨協医科大学 看護学部棟 

 

４．特別聴講生身分証の発行 

特別聴講生身分証は獨協医科大学が発行し、獨協大学から本人に引き渡されます。特別聴講生身分証は

授業、試験、施設利用等で必要ですので、必ず携帯してください。 

特別聴講生身分証を提示することにより、本学の図書館とパソコン教室が利用できます。また、学生食

堂、職員食堂（病院内）、カフェレストラン イル チェラーゾ（軽食）の営業時間帯は自由に利用できま

す。 
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４．授業等について 

 

１．授業期間 

   前期  令和８年４月 ２日（水）～令和８年７月１７日（金） 

    後期  令和８年９月２４日（木）～令和９年１月２２日（金） 

 

２．授業時間 

時 限 １時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 

 

授業時間 

9：00 

｜ 

10：30 

10：40 

｜ 

12：10 

13：00 

｜ 

14：30 

14：40 

｜ 

16：10 

16：20 

｜ 

17：50 

 

３．休業日 

 (1)平常授業が行われない日 

・ 土曜日（一部科目は土曜日実施あり）、日曜日、祝祭日及び振替休日 

・ 夏季休暇期間           ７月２８日（火）～９月１８日（金） 

・ 冬季休暇期間 １２月２８日（月）～１月 １日（金） 

・ 春季休暇期間           ２月 １日（月）～３月３１日（水） 

・ 大学祭（片付日含む） １０月１２日（月）・１３日（火） 

(2)その他 

・ 前期 試験期間          ７月２１日（火）～７月２７日（月） 

・ 前期追試験・成績再評価期間    ８月２４日（月）～８月２８日（金） 

・ 後期 試験期間          １月２５日（月）～１月２９日（金） 

・ 後期追試験・成績再評価期間    ２月１５日（月）～２月１９日（金） 

 

４．授業の欠席について 

   病気、忌引等により授業を欠席した場合は、獨協医科大学看護学部所定の「欠席届」を看護教務課 

に提出してください。 

なお、忌引きの場合は、会葬礼状またはその写しを添付してください。 

   また、やむを得ない理由で長期間欠席する場合は、獨協医科大学看護教務課までご相談ください。 

 

５．成績発表 

獨協医科大学は、獨協大学に成績評価を一括で報告します。学生は、獨協大学が指定する日に成績

発表を受けてください。 

 

６．単位互換特別聴講生への連絡 

単位互換に関するさまざまな情報(休講、担当者および教室等の変更を含む)は、獨協医科大学・獨協 

大学の掲示板をご確認ください。 
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個人情報について 

 

(1)添付の出願書類を通して、本学が提供を受けた個人情報は、「獨協医科大学個人情報保護規程」に 

従い、厳重に管理します。 

(2)ご提供いただいた個人情報は定められた目的以外に利用することはありません。 

(3)事前の同意を得た場合を除き、個人情報を第三者に提供することはありません。 

 

☆出願･履修にあたって個人情報は下記の目的で収集しています。 

① 氏名・性別・生年月日・写真：個人を特定する情報として(学生証、名簿、連絡等に使用) 

② 所属大学・学年・学籍番号：各種調査や獨協大学と連絡をする場合 

③ 連絡先住所・電話番号：連絡･確認事項があった場合や受講終了後のアンケート実施等 

④ 履修科目・希望理由：受入選考や名簿の作成 

⑤ 健康診断証明書：感染症がないことの確認 
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５．獨協医科大学が開講する授業科目一覧 

令和 8年度 単位互換特別聴講生 開設科目一覧 

科目責任者 科目名 時間数 コマ数 
(授業回数) 

単位数 
開講   

ｾﾒｽﾀｰ 

受講可能  

人 数 

樅山 定美 成人看護学 １５ ８ １ ２ ３ 

戸沢 智也  リハビリテーション論 １５ ８ １ ５ ５ 

 

 

＊セメスター：〈前学期（４月～９月）１・３・５・７セメスター〉 

        第１学年 １セメスター  第２学年 ３セメスター 

第３学年 ５セメスター  第４学年 ７セメスター 

〈後学期（１０月～３月）２・４・６・８セメスター〉 

第１学年 ２セメスター  第２学年 ４セメスター 

第３学年 ６セメスター  第４学年 ８セメスター 

＊時 間 数：１時限（１コマ）は９０分（２時間）とする。 

＊受 講 条 件：特に受講条件を設けない（何年生でも受講可能）。 

＊開 講 曜 日：シラバス参照。  

なお、曜日と時限が固定していない科目も含まれる。 
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獨協医科大学

交通所要時間
● 電車を利用する場合

（東武鉄道を利用）
・東武宇都宮線「おもちゃのまち」駅下車、西口より徒歩約15分（「獨協医大病院前」行きバスにて約3分）
（JRを利用）
・JR「宇都宮」駅より、市内バスにて「東武宇都宮」駅下車（約10分）
　「東武宇都宮」駅より東武宇都宮線にて「おもちゃのまち」駅下車、西口より徒歩約15分（「獨協医大病院前」行きバスにて約3分）
・JR「宇都宮」駅よりタクシーにて約35分、JR「小山」駅よりタクシーにて約45分 、JR「石橋」駅よりタクシーにて約15分

● お車を利用する場合
・東北自動車道から栃木都賀JCT経由 北関東自動車道「壬生IC」から約2分
・東北自動車道「栃木IC」から約30分
・東北自動車道「鹿沼IC」から約30分

獨協医科大学

栃木県下都賀郡壬生町北小林880番地
電 話0282（86）1111（代） 

0282（87）2489（看護学部事務室直通）

東武宇都宮線〈おもちゃのまち〉駅下車

5
555



獨協医科大学キャンパスマップ

建て替えのため
仮設移転中

総合教育研究棟

6

総合教育研究棟
図 書 館

66



 

 

 

 

８．シラバス 

 

令和 8 年度 単位互換特別聴講生 

開設科目シラバス 

 

 

 

（別紙参照） 
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回
数

月 日
曜
日

時
限

授業計画

授業外学習

担当者
事前学習・事後学習 時

間

1 9 29 火 1

【講義】 〈ガイダンス／ウェルネスの概念、成人
期の特徴と成人の生活〉
・健康、ウエルネスの概念
・成人の定義
・発達段階からとらえた成人各期の特徴
・成人期にある人の生活

事後学習：ウェルネスの概念、成人期の特
徴と成人の生活について、ポイントを箇条
書きにし、整理する。

30
分

樅山　定美

2 9 29 火 2

【講義】 〈成人保健の動向と社会的・生活的環
境の特徴〉
・日本の人口動態、健康への影響
・成人期の生活習慣と健康課題
・主要死因と健康寿命の概念

事後学習：成人各期における生活の特徴
と、成人保健の特徴をとらえた看護支援に
ついて、復習しまとめる。

30
分

3 10 6 火 2

【講義】 〈成人への看護アプローチ1〉
・成人のストレスとストレスコーピング
・ストレスが健康に及ぼす影響と対処方法
・ストレスコーピングの理論と応用・成人への支
援

事後学習：本日学修した理論を応用して理
論の学修を深める。

45
分

野口　貴史

4 10 16 金 2

【講義・演習】 〈成人への看護アプローチ2〉
・成人における危機理論の理解
・危機が健康に及ぼす影響と看護支援
・危機介入の実際と看護師の役割

45
分

迫田　典子

5 10 20 火 2
【講義・演習】 〈成人への看護アプローチ3〉
・成人で自己管理が必要な人、及びその家族
への看護支援

45
分

佐藤　佳子

6 10 27 火 2
【講義・演習】 〈成人への看護アプローチ4〉
・成人の健康問題に対して、成人の保健行動
を理解し、行動変容を促す看護支援

45
分

樅山　定美

7 11 2 月 1

【講義・演習】 〈成人への看護アプローチ5〉
・局面(フェイズ)に焦点化した理論を用いた、
病的状態にある人及びその家族への看護支
援

45
分

戸沢　智也

8 12 7 月 1 【講義】 〈まとめ／成人期にある人及びその家
族の生活、生活環境と支援〉
・患者・家族を取り巻く家族機能と意思決定過
程

事後学習：成人期にある人及びその家族の
生活、生活環境と支援について、まとめて
整理する。

30
分

樅山　定美

最終更新日：2026-01-26 09:51:12　　最終入力者：樅山　定美　

授業科目

（英名）

成人看護学

(Adult Nursing)

科目コード NN206133J

科目責任者 樅山　定美

担当教員

樅山　定美、迫田　典子、佐藤　佳

子、野口　貴史、戸沢　智也
保・助・養の受験資

格

保健師　： 必修

助産師　： 必修

養教一種： 必修

担当形態

オムニバス 施行規則に定める

科目

科目区分又は事項

養護に関する科目

衛生学・公衆衛生学（予

防医学を含む。）

1単位 必修 講義 15時間 1学年 2セメスター 専門基盤科目

[授業の概要]
成人期にある人とその家族を対象に、健康、ウェルネスの保持・増進のための看護支援について理解する。成人各期の特徴、成人保健の動向と対策、行動・ライ
フスタイル・職業・生活環境などが健康状態に及ぼす影響及び看護支援について学修する。

[授業の目的]
「DP2.科学的思考を備え、根拠に基づいた看護を実践できる」力を養うために、成人各期の特徴、成人保健の動向と対策、行動・ライフスタイル・職業・生活環境
などが健康状態に及ぼす影響及び看護支援について学修する。

[到達目標]
1.成人の成長発達および成人各期の身体的・心理的・社会的特徴を説明できる。（DP-2◎）
2.成人の生活、成人を取り巻く環境および成人保健の動向について説明できる。（DP-1、DP-2◎）
3.成人各期の健康課題および健康課題に必要な看護の基本的アプローチを説明できる。（DP-2◎）
4.成人各期、各病期の特徴をとらえた看護支援について看護理論を活用して説明できる。（DP-2◎）
5.成人期にある人と家族の健康に影響を与える要因について説明できる。（DP-2◎、DP-4○、DP-5）



回
数

月 日
曜
日

時
限

授業計画

授業外学習

担当者
事前学習・事後学習 時

間

・協働的な意思決定支援に必要なアセスメント
能力と看護支援（最新の知見で説明）

[成績評価と基準]
定期試験60％、小テスト（課題・小レポートの場合もある）40％で評価する。レポートなどに関しては、ルーブリックなどを用いて評価する。
授業を欠席した場合、その日に実施した小テスト・課題・レポートは評価しない。
小テスト・課題・小レポートの提出方法、提出締め切りなどの詳細は、授業内に説明する。

[履修上の注意]
・1年次前期の「看護学原論」「発達心理学」について復習し、授業に臨むこと。
・積極的な授業への取組み、発言やリフレクションを期待する。

[教材（教科書）]
系統看護学講座　専門Ⅰ成人看護学総論(成人看護学①), 医学書院(電子教科書).
授業用のスライド資料（PowerPoint、PDFなど）も活用する．

[教材（参考書・参考資料）]
ナーシング・グラフィカシリーズ, 成人看護学②健康危機状況／セルフケアの再獲得, メディカ出版
系統別看護学講座シリーズ, 成人看護学総論, 医学書院
系統別看護学講座シリーズ, 臨床看護学総論, 医学書院
　医療・保健スタッフのための健康行動理論の基礎：生活習慣病を中心に, 松本千明, 医歯薬出版
看護実践に活かす中範囲理論（第2版）, 野川道子, メヂカルフレンド社
看護診断ハンドブック 第12版, 黒江 ゆり子, 医学書院　
慢性疾患の病みの軌跡, ピエール・ウグ, 医学書院
健康の謎を解く, アーロン・アントノフスキー, 有心堂
格差時代の医療と社会的処方-病院の入り口に立てない人々を支えるSDH（健康の社会的決定要因）の視点, 武田裕子, 日本看護協会出版会
　その他、適宜紹介する。

[質問への対応(オフィスアワー・E-mail)]
科目責任者（樅山　定美）
　質問等がある場合は、事前に連絡の上、随時受け付ける。　
　樅山 定美（研究室16）：s-momiyama@dokkyomed.ac.jp

[備考]
・eナーストレーナー、ナーシングスキル、教科書等を利用した演習や事前・事後学修を行う。
・演習時は、与えられた課題に基づいて小グループでディスカッションを行い、各々の意見を発表し合う。
・講義内でLMS等を用いて学生の理解度を確認し、補足説明をする。
・講義内で実施した小テストやLMSに挙げられた質問について、講義・LMSなどで回答・解説する。
・成績評価の結果は、「授業評価の回答および成績評価の講評」に記載しフィードバックする。



回
数

月 日
曜
日

時
限

授業計画

授業外学習

担当者
事前学習・事後学習 時

間

1 4 30 木 2

【講義】 1. 授業ガイダンスにより、科目の全体
像を学修する。
2. リハビリテーションの定義、関連する最新の
法律や制度、対象となる人について学修す
る。

事前学習：教科書①_第1章、3章、4章を読
んでおく。
事後学習：LMSに提示する。

30
分

戸沢　智也

2 5 7 木 2

【講義・演習】 ＜心臓疾患をもつ患者へのリハ
ビリテーション＞
1. 包括的心臓リハビリテーションの考え方と実
際を学修する。
2. 「身体（五感）に働きかける援助」としてのリ
ハビリテーション看護について学修する。

事前学習：教科書①_第7章_J 事例展開_5.
心不全を読んでおく。慢性期看護学の「虚
血性心疾患/心不全」の講義を復習する。
事後学習：LMSに提示する。

30
分

戸沢　智也

3 5 14 木 2

【講義】 ＜摂食機能障害をもつ患者へのリハ
ビリテーション＞
1. 口腔内評価とオーラルフレイルについて学
修する。
2. 摂食・嚥下機能障害とリハビリテーションに
関する最新の実践を学修する。
3. 「食べることを取り戻す」ためのリハビリテー
ション看護について学修する。

事前学習：教科書①_第7章_B 摂食嚥下障
害を読んでおく。
事後学習：LMSに提示する。

30
分

戸沢　智也

4 5 21 木 2

【講義】 ＜脳血管疾患の後遺症をもつ患者へ
のリハビリテーション＞
1. 運動機能障害及び高次脳機能障害の評価
とリハビリテーションについて学修する。
2. 病院で働くリハビリテーション専門職の視点
と作業療法の実践を学び、効果的なチーム医
療を成立させる協働実践について考える。

事前学習：教科書①_第7章_F 高次脳機能
障害を読んでおく。
事後学習：LMSに提示する。

30
分

ゲストスピーカー
清水　和美
（獨協医科大学病
院　医療・看護支
援室　摂食・嚥下
障害看護認定看
護師）
寺内　街絵
（獨協医科大学病
院　リハビリテーシ
ョン科　作業療法
士）
戸沢　智也

5 5 28 木 2 【講義】 ＜関節リウマチをもつ患者へのリハビ
リテーション＞
1. 関節リウマチによる生活障害をもちながら、
家事、育児、職場で働く人々のリハビリテーシ
ョンについて学修する。

事前学習：教科書②_膠原病_第5章_B 関節
リウマチを読んでおく。
事後学習：LMSに提示する。

30
分

ゲストスピーカー
福田　敏子
（獨協医科大学日
光医療センター　
看護師長）

最終更新日：2026-02-27 17:27:54　　最終入力者：管理者　

授業科目

（英名）

リハビリテーション論

(Rehabilitation)

科目コード NN205315J

科目責任者 戸沢　智也

担当教員

戸沢　智也、木村　由美
保・助・養の受験資

格

保健師　： 選択

助産師　： 選択

養教一種： 選択

担当形態

一部複数　 施行規則に定める

科目

科目区分又は事項

1単位 選択 講義 15時間 3学年 5セメスター（令和6年度以降入学生及び編入学生） 専門基盤科目

[授業の概要]
リハビリテーションの理念および歴史と発展について学修する。疾患や外傷によって生じた障害を持つ人々が、地域の中でその人らしく生きることを支援するた
めのアプローチについて学修する。

[授業の目的]
「DP4.プロフェッショナリズムを身に付け、倫理的行動をとることができる」力を養うために、疾患や外傷によって生じた障害を持つ人々が、地域の中でその人らし
く生きることを支援するためのアプローチについて学修する。

[到達目標]
1. リハビリテーションの理念・定義を説明できる。（DP-2○）
2. リハビリテーションに関連する法律や制度について説明できる。（DP-2○）
3. リハビリテーションを必要とする人の身体的、心理的、社会的特徴について説明できる。（DP-2○、DP-4○）
4. 生活機能障害に応じたリハビリテーション医療・看護の基本的枠組みと看護の果たすべき役割について説明できる。（DP-3○、DP-4◎）
5. 地域の中でその人らしく生きるために必要な支援及び看護について説明できる。（DP-4◎、DP-5○）



回
数

月 日
曜
日

時
限

授業計画

授業外学習

担当者
事前学習・事後学習 時

間

2. 地域の中で「自分らしく生きる」ことへの支援
について考える。

水沼　史明
（さつきホームクリ
ニック　理学療法
士）
戸沢　智也

6 6 4 木 2

【講義】 <こころの回復が必要な人へのリハビリ
テーション>
1. こころの回復が必要な人の理解について学
修する。
2. こころの回復が必要な人の回復過程とその
人らしく生きることへのリハビリテーションにつ
いて学修する。

事前学習：教科書③_第9章を読んでおく。
事後学習：LMSに提示する。

30
分

木村　由美

7 6 11 木 2

【講義】 ＜地域で暮らし、生活する人々へのリ
ハビリテーション＞
1. 地域におけるリハビリテーション活動につい
て学修する。
2. 地域で働くリハビリテーション専門職の視点
と理学療法の実践を学び、効果的なチーム医
療を成立させる協働実践について考える。

事前学習：教科書①_第8章_A 地域リハビリ
テーション看護を読んでおく。
事後学習：LMSに提示する。

30
分

戸沢　智也

8 6 18 木 2

【講義】 1. 地域の中でその人らしく生きるため
のリハビリテーションと看護について考える。

事前学習：関心のある看護領域におけるリ
ハビリテーションについて書かれた教科書
を読んでおく。
事後学習：LMSに提示する。

60
分

戸沢　智也

[成績評価と基準]
・授業への参加状況（授業ごとの小テストで評価）（40%）
・課題レポート（ルーブリック評価）（20％）
・定期試験（筆記試験で評価）（40％）

[履修上の注意]
本科目の位置づけをカリキュラムツリーで確認し、既修科目との順序性・関連性について理解しておくこと。
提出物が通信障害等で期限内に提出できなかった場合は、授業終了後に直接に申し出ること。

[教材（教科書）]
①系統看護学講座 別巻　リハビリテーション看護（電子教科書）
②系統看護学講座 成人看護学［11］　アレルギー 膠原病 感染症（電子教科書）
③系統看護学講座 精神看護学［2］　精神看護の展開（電子教科書）

[教材（参考書・参考資料）]
・黒田寿美恵: 看護学分野における『その人らしさ』の概念分析－ Rodgersの概念分析法を用いて －, Journal of Japan Society of Nursing Research, 2017.
・講義資料は、授業ごとにLMSを介して配布する。
・事前学習によって必要または関心のある文献を準備すること。

[質問への対応(オフィスアワー・E-mail)]
授業中および終了後に直接受け付ける。
オフィスアワー：12時～13時まで、不在の場合はメール対応する
E-mail：t-tozawa@dokkyomed.ac.jp　科目責任者　戸沢智也

[備考]
講義資料は事前にLMSに掲載する。授業により、講義中に提示する場合もある。
成績評価の結果は「授業評価の回答および成績評価の講評」に記載し、フィードバックする。


